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内容

• 次の衛星ミッションの実現および効果的推進
に向けて我々は何をすべきか

技術開発/改良

サイエンス

衛星開発および運用サイドへの発信



BIG NEWS
• 災害監視衛星システムSAR衛星プロジェクトの

宇宙開発委員会における事前評価を通過（
2008/08/07）

• 予算要求中

• まだ、関所はある： 引き続きユーザーからの支
援が必要 [学界からの提言、実績（中越沖、四
川、岩手・宮城内陸等々）、行政機関]



(抜粋) 









ユーザーが貢献できること（1）

• 技術開発（SAR）

干渉性の向上

アンラップの信頼性向上

対流圏、電離層起因誤差の除去

強度画像マッチング

雪に強い観測



現状： 雪が降るとL-bandでも干渉が難しい

何か解決法はないか?

・観測モードの選択
・Permanent Scatterer
・その他 ?

小林（2008）

小林（2008）



ユーザーが貢献できること（2）

• 運用への提言

周回頻度

観測モード （入射角、偏波等）

国内観測と国際観測の優先順位

緊急時と定常観測の配分



まとめに代えて： 今後やるべきことの提案

１． 衛星システムへの具体的提言
具体性、現実性、有効性に裏打ちされた提案

２． 運用方針についての提案

３． 災害監視への応用の具体的方策の提示（実例または構想）

４． サイエンス 高頻度・高精度観測の開く世界の開拓

５． 幅広い分野との交流

２００９年合同大会 ２００９研究集会 のテーマとして取り上げたらどうか

JAXAとの協力・連携が重要

詳細は発表者 村上亮 E-mail: mccopy_mm@mail.sci.hokudai.ac.jp まで お問い合わせください。


